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2014年度 2015年度 2016年度
中間目標、アウトカム

（2020年以降）2013年度主な取組

多様なエネルギー利用を促進するネットワークシステムの構築

エネルギー情報通信ネッ
トワーク技術の確⽴
⼤型蓄電池のコスト低
減

エネルギー(7)
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【社会実装に向けた取り組み】
・⾃治体等を含めた広域展開の枠組みの創設・拡充
・システム構成要素及びシステム技術の国際標準化推進
・システム統合化・事業化の隘路となる規制・制度の整備

再⽣可能エネルギー・コ
ジェネレーション等の普
及促進

系統連系・制御技術の開発

エネルギー情報通信ネットワークの開発

⼤型蓄電池利⽤技術の開発

系統需給計画・制御システムの開発

分散型エネルギー技術の開発

再⽣可能エネルギー技術の開発（再掲）

分散型エネルギーの協調技術の開発

熱利⽤技術の⾼度化

【エ・総03】（再掲）
・ 100世帯規模のシミュレーションの

実施
・ H24にITU‐Tに提案したアーキテク

チャの標準化活動

・ 1000世帯規模のシミュレーションを実施し
20％以上の電力消費削減を実現

・ H24にITU‐Tに提案したアーキテクチャの
標準化活動

【エ・経40】（再掲）
・地域単位でのEMS（CEMS）の
技術開発

【エ・経42】
・ 前年度抽出した課題を踏まえた

蓄電システムの設計

・ 低コスト、長寿命、安全性の高い蓄電

システムの確立、フィールドテスト等で
の実証

技術開発

・地域単位でのEMS（CEMS）の構築

技術確立

・ 低コスト、長寿命、安全性の高い蓄電
システムの確立

技術開発

技術開発 技術の確立

技術確立

情報交換・標準化推進

成果の普及展開

成果の普及展開

スマートグリッド技術の開発（再掲）
【エ・総03】【エ・経40】
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